
2025年度 企業アンケート分析
■調査目的
本学の卒業生が就職している事業所に対してアンケート調査を実施し、
企業等の卒業生に対する評価に及ぼす大学教育の効果を明らかにすることを目的として実施

■実施時期
2025年11月25日～12月15日

■調査対象
2021年以降に卒業した本学学生を採用している日本国内の企業277社

■調査項目
①ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）に基づく評価の修得度
②社会人基礎力 ③期待にどれだけ応えているか
④本学に対する意見・要望
①②について身につけている、やや身につけている、どちらともいえない、それほど身につけていない、
身につけていないの5段階にて評価を依頼

③について十分に応えている、応えている、どちらともいえない、やや不足している、不足しているの
5段階にて評価を依頼

④については自由記述にて意見を依頼



■調査方法
各企業へ調査票を郵送後、FAX、E-mailおよびGoogle Formにて回収

■集計・分析
調査協力依頼を行った277社のうち、70社より回答をいただき、キャリア支援課にて集計・分析



調査結果【概要】

■ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）に基づく評価15項目において、「身につけて
いる」、「やや身につけている」の評価が80％を上回った項目は「自らを律し、自立して積極的に行動で
きる」、「社会の一員としての意識を持ち、社会の発展のために積極的に関与できる」、「目標達成のた
めに他者と協調・協働して行動できる」、「目標達成のために他者に方向性を示し、協力を得ることがで
きる」、「日本語で正確に意思の疎通を図ることができる」の5項目でした

■社会人基礎力の修得度において「身につけている」、「やや身につけている」の評価が80％を上回った
項目は「主体性（物事に進んで取り組む力）」、「実行力（目的を設定し確実に行動する力）」、「課題
発見力（現状を分析し目的や課題を明らかにする力）」、「発信力（自分の意見をわかりやすく伝える
力）」、「傾聴力（相手の意見を丁寧に聴く力）」、「柔軟性（意見の違いや立場の違いを理解する
力）」、「情況把握力（自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力）」、「規律性（社会のルール
や人との約束を守る力）」の8項目でした

■80％を超える学生が企業の期待に応えて活躍していることがわかりました

■本学に対する意見・要望には、卒業生が活躍する人財へと成長したことや輩出の感謝に対する意見が複
数寄せられました
また、人材の不足により外国人の雇用を検討する企業が増えていることもあり、異文化理解やグローバル
な発想を生かし、日本と海外の懸け橋となる人物が求められていることがわかりました



コミュニケーションのための外国語能力（読む、書く、聞く、話す）を目的に応じて駆使することができる

多様な地域や国々の言語や文化、社会について豊かな知識が身についている

知識を体系的に理解し、実践に応用することができる

情報や知識を多角的な視点から論理的に分析できる

論理的思考に基づき、さまざまな状況に応じて的確な判断を下すことができる

①ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）に基づく評価の修得度

調査結果【詳細】
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問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整理し、その問題を解決に導くことができる

自らを律し、自立して積極的に行動できる

異なる文化に対して、深い認識と共感を持って接することができる

社会の一員としての意識を持ち、社会の発展のために積極的に関与できる

目標達成のために他者と協調・協働して行動できる
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目標達成のために他者に方向性を示し、協力を得ることができる

日本語で正確に意思の疎通を図ることができる

論理的に記述し、的確に発表し、討議を行うことができる

少なくとも一つの外国語を用い、正確にコミュニケーションを図ることができる

情報通信技術を用いて多様な情報を収集・分析し、効果的に活用することができる
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主体性（物事に進んで取り組む力）

働きかけ力（他人に働きかけ巻き込む力）

実行力（目的を設定し確実に行動する力）

課題発見力（現状を分析し目的や課題を明らかにする力）

計画力（課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力）

②社会人基礎力の修得度
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情況把握力（自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力）
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ストレスコントロール力（ストレスの発生源に対応する力）

③期待にどの程度応えているか

55.4% 29.2% 9.2% 6.2%

十分に応えている

応えている

どちらともいえない

やや不足している

不足している


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9

